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2025年 5月 13日 
報道関係各位 

一般社団法人 欧州製薬団体連合会（EFPIA Japan） 
 

EFPIA Japan患者団体支援プログラム 「第8回PASE AWARD」の募集開始 
患者さんのヘルスケアと医療環境の改善に向けた患者団体活動プラン 

最大５団体に助成金を授与 
 

一般社団法人欧州製薬団体連合会（EFPIA Japan）（会長：岩屋孝彦）は、本年で第 8回を迎える
患者団体支援プログラム「PASE (Patient Advocacy Support by EFPIA Japan) AWARD」の募集を 5
月 13日より開始します。PASE AWARDは、日本の患者団体活動の活性化を促進し、患者さんの声が適
切に医療制度に反映されることで患者さんを取り巻く医療環境がより良いものに発展していくことを目的に、
EFPIA Japanが 2017年から実施しているプログラムです。 
 
本年度の募集テーマは、患者さんのヘルスケアと医療環境の改善に向けた患者団体活動です。書類による一
次選考、外部選考員及び EFPIA Japan 理事へのプレゼンテーションに対する最終選考により、最大５つの
団体へ各団体の当年の収支予算の 50％を上限とし、最大 50万円、最小 15万円を助成します。 
 
PASE AWARD は、過去 7 年間を通じて延べ 121 の団体に応募いただき、35 の受賞団体に対して総額 
1,062 万円を助成しました。過去の受賞プログラムについては、こちらを参照ください。本年度の応募締め切り
日は 7月４日（金）です。たくさんのご応募をお待ちしています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://www.efpia.jp/link/2017-2024_PASE_AWARD_FINAL.pdf
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第 8回 PASE AWARD 応募要項概要 
 
募集テーマに則した団体活動の実施計画を募集します。 

 
募集テーマ：患者さんのヘルスケアと医療環境の改善に向けた患者団体活動 

 
１．応募資格： 
①  日本の患者さんを対象として活動している患者団体であること 
②  助成金を用いる活動の具体的な実施計画を持っていること（助成金の利用方法を含む） 
③  応募要項にある「応募に必要な情報」を提出できること 
④  助成金を用いた活動の結果の周知等に協力できること（EFPIA Japan ウェブサイト掲載の許可、
団体自身のウェブサイト等での告知および報告） 

⑤ 会則および定款、役員名簿から医療従事者が主導する団体でないことが確認できること 
 

2．応募対象活動の実施期間： 
① 受賞後から 2026年 9月 15日までに活動を実施すること 
② 2026年 9月 30日までに活動報告書（A4用紙 2枚）を EFPIA Japan 事務局に提出すること 

 
3．受賞団体に求められる事項： 

2025年 10月に東京都内で開催予定 の PASE AWARD授与式に出席すること 
（メディアによる取材の可能性があります） 

 
4．助成金について： 
最大 50 万円（本助成金を除いた収支予算が 100 万円以上の場合）、最小 15 万円（本助成金
を除いた収支予算が 30万円以下の場合）の範囲で拠出します。助成金額は、原則応募団体の当年
の収支予算の 50%を上限と規定し、各団体に応じた金額を助成します。 

 
5．応募要項の掲載場所および応募方法： 
下記の URL から応募要項を確認し、必要事項を記載した活動計画応募シートと添付書類を PDF に
て EFPIA Japan PASE AWARD事務局（pase-award@cocoknots.co.jp）宛てに 2025年 7月
4日（金）までにメールにて送付のこと 

 
PASE AWARD応募要項は、EFPIAのウェブサイト上の PASE AWARDのページに掲載されている応募
要項をご参照ください。http://www.efpia.jp/pase/index.html 
   

http://www.efpia.jp/pase/index.html
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EFPIA Japan 患者団体支援プログラム「PASE AWARD」について 
EFPIA Japan は、患者団体との協働や交流を通じて、患者さんのニーズや政策提言を社会に発信する機会
と活動をサポートしています。PASE（Patient Advocacy Support by EFPIA Japan）AWARD は、日本
の患者団体活動の活性化を支援する目的で、2017年に設立されました。 
 
昨年実施した第 7回 PASE AWARDは、応募 15団体から選出された大賞 5団体に対して、総額 222万
円を助成しました。 
 
詳細はリンクをご参照ください。 
【J】240918_PASE_Release_Final_clean.pdf 
 
 
欧州製薬団体連合会（EFPIA Japan）について (http://efpia.jp/) 
2002年 4月に設立された EFPIA Japanには、日本で事業展開している欧州の研究開発志向の製薬企業
23社が加盟しています。2023年の加盟各社の総売上高は、日本の製薬市場の売上の約 28%を占めていま
す。EFPIA Japanの使命は、「革新的な医薬品・ワクチンの早期導入を通じて、日本の医療と患者さんに貢
献する」ことです。EFPIA Japanは日本の医療向上に向けて政策決定者との対話を強化することを目指してい
ます。 
 
欧州製薬団体連合会（EFPIA, European Federation of Pharmaceutical Industries and 
Associations）について (http://www.efpia.eu) 
EFPIAは、欧州で事業を展開するバイオ医薬品産業を代表する団体で、欧州各国の 37の業界団体、欧州
で活動する 40の大手製薬企業、多数の中小企業（SME）の直接会員により構成されています。新たな治
療薬およびワクチンの創薬や研究開発、イノベーション、供給を可能にする環境の構築と、欧州経済への貢献を
使命としています。 
 
 
 
 
お問い合わせ先： 
岡 幸恵 
EFPIA Japan 広報部会 PASE担当 
〒105-0001 東京都港区虎ノ門 4-1-17 
神谷町プライムプレイス 
ルンドベック・ジャパン株式会社 
TEL: 070‐7538‐5301 
Mail: yuok@lundbeck.com 

金田 真由美  
EFPIA Japan 患者支援委員会 PASE 担当  
〒106-0041 東京都港区麻布台 1-3-1 
麻布台ヒルズ 森 JP タワー 
メルクバイオファーマ株式会社 
TEL: 070-8821-5436  
Mail: mayumi.kaneda@merckgroup.com  
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